


南城市社協フッくん・シーちゃん
地域福祉活動助成事業

　赤い羽根共同募金の配分金と社会福祉協議会の会
費から市内の自治会やボランティア団体等が主体的
に取り組む地域福祉活動を支援する目的で、募集し
たところ16事業（団体）の申し込みがあり、審査会を
経て下記のとおり16 事業（総額2,416,000円）への
助成を決定しました。
　7月31日の採択書交付式では、採択団体を代表し
て当間青年会の運天副会長は、「地域のつながりを大
切にし、青年会活動を更に発展、継続していけるよ
うに頑張ります」と話していました。

事業
No 団体名 事業名 事業概要 決定助成

金額

1 新里自治会 新里多目的広場の
ベンチ改善補修

屋外ベンチの取替を行い自治会活性化と会員のさら
なる健康増進と環境整備を図る。 80,000

2 屋比久自治区 便器（和式から洋式）の取替
および手すり設置

災害時に避難所となる公民館のトイレが和式で高齢
者等が支障をきたすため早急に洋式に改修する。 170,000

3 湧稲国区自治会
各種団体活動活性化と
ミニデイサービスを
盛り上げるため

各種団体活動をさらに活発にするために、多くの参
加者が気楽に参加できる環境と、交流の場を作って
いく。

98,000

4 稲福区 ひやみかさ稲福活性化 各種団体交流の中で地域の繋がりと地域愛を大切に
した活動を行う。 110,000

5 稲嶺区自治会 稲嶺区公民館音響機器改修 音響機器の整備改修を行い、行事運営等を円滑に進
行できるようにする。 110,000

6 津波古自治会 ムラヤー活性化に向けての
津波古こども会結成

自治会活動の多様化と「子ども教室」を活発にして
新規加入者・世帯を増やし、活気あふれる津波古を
創る。

250,000

7 当間青年会 地域と共に育つ若者交流 女子青年会等の増員によるエイサー器材等の整備を
することで、充実した活動の幅を増やしていく。 250,000

8 小谷自治会 小谷構造改善センター
会議用テーブル購入

センター会議用テーブルを新調し、ミニデイ活動等
利用者が安心・安全で活動できるようにする。 170,000

9 大里グリーンタウン
自治会

輝け未来へ
大里グリーンタウンエイサー

小中高校生・青年会が地域と深い関わりを持つ事に
より、他人事も我が事として考える地域づくりをし
ていく。

160,000

10 県営新開第二団地
自治会 環境美化 全員参加の清掃活動を通して、会員間の団結力に役

に立っている環境美化の作業効率化を図っていく。 165,000

11 大里団地地区
ふれあい会 大里団地地区ふれあい会 地域間交流を深めることにより、住民と共に地域に

根差した環境づくりを進めていく。 90,000

12 愛地区 愛地農村公園トイレの
洋式便器化 2セット

和式便器のため公民館利用を敬遠している高齢者等
がいることから早急に洋式トイレに改修する。 170,000

13 垣花区 いい知恵を出し合って
よりよい地域づくり

冷房機が故障し、各種団地等の利用に支障をきたし
ているため、早急に新調し環境整備を整える。 130,000

14 知名区 知名区いきいき活動支援 各種団体の活動備品及び、防災用備品等の保管場所
として倉庫を設置する。 180,000

15 志喜屋区 志喜屋公民館内の手すり設置
公民館内の大会議室からトイレまでの手すり設置を
行うことで、安心安全な利用ができる環境整備を
行っていく。

200,000

16 南城市母子寡婦
福祉会 みんなおいでよ！ Kids まつり

ひとり親同士の繋がりと情報交換の場、母子寡婦福
祉会への理解が広がることを期待し、まつりを開催
する。

83,000

助 成 総 額 2,416,000
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9/21（金）　大里北小学校校区　しらゆりおおざと（福原区）
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今後の協議体実施　18時30 分～

※この取り組みは、団塊世代の方々が75歳の後期高齢に達する2025年に向けて「生活支援体制整備」を進めて
　いく事業の一環で、地域の状況に応じた福祉サービスの実施や住民の互助活動を推進する取り組みです。

今年度も、地域包括支援センターや介護保険関連事業所のスタッフ
のサポートをいただいております♪

～ありがとうございます～

玉城：仲村渠 玉城：奥武 玉城：當山

玉城地域 18ヶ字

佐敷：手登根

佐敷：つきしろ 佐敷：屋比久
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ほっとハウスほっとハウス
「ひまわり」「ひまわり」『がじゅまる』『がじゅまる』

子どもの居場所は遊び、学習支援、食事支援をとおして
楽しく安心して過ごすことができる場所です。

地域コーディネーター
奮　闘　記

　皆さん、こんにちは。
　７年ぶりに地元（知念地域）に戻って、早５か月が過ぎました。地域ミニデイサービスへ参
加すると、利用者の皆さんから「久しぶりだね。元気だった。また、よろしくね。」などと、
快く迎えられ楽しく仕事をしています。

　今年度は、福祉に関する相談業務にも携
わっております。人それぞれ様々な悩みご
とや困りごとがあり、その内容をお聴きし、
解決に向けて一緒に考えていきます。
　時には、生活福祉資金の貸付けと必要な
相談支援を行い、その方の経済的な自立と
生活意欲の助長促進を図りながら、安定し
た生活が送れるように行政、民生委員・児
童委員、福祉サービス事業所、ボランティ
アなどと連携、協力して支援していくこと
もあります。

　地域コーディネーターとして、地域の情
報を把握しながら、住民の様々な悩みや問
題、地域に気になる人がいるなどに対して、
どのような解決策や支援ができるか日々考
え中です。できる限り一人ひとりに寄り添
えるような支援を心がけ、どんな相談でも
気軽に話していただける存在となれるよう
精進していきたいと思っています。
　これからもよろしくお願い致します。

（知念地域コーディネーター　上原正己）

ほっとハウス『ひまわり』
開催日：火・木・土
場　所：ひまわり児童館
　　　 佐敷字新開　
ほっとハウス『がじゅまる』
開催日：月・水・金
場　所：玉城當山公民館
＊利用に際しては面談後決定します。

こころのこもっ
た品を頂きました

・梅木さん（大里）
・金城さん
・中村さん
・ひまわり児童館
・新垣さん（大里）
・なんじぃプロジェクト
・新嘉喜さん（佐敷）
・久田病院
・玉城さん（大里）
・ほっとハウスサポーター
・新垣ちんすこう

寄贈者寄贈者

　チームで話し合いながら物々
交換、ゲームを通してお金につ
いて学ぶことが出来ました。

夏休みは盛だくさん！夏休みは盛だくさん！
「お金について」講話＆レク交流会

講師：SMBC コンシューマーファイナンス
8/6

（月）當山ミニデイサービスとの交流会 8/2
（木）

・お金がなぜ使われているのか、
クイズでいろいろ考えたりす
るのが楽しかった。

・親がいるからお金があるという
事がわかった。

・お金を大切にしたい。

子どもたちの感想

　お勉強の後は、みんなでレク交流会～！そしてお昼
ごはんは本格的な流しそうめんを楽しみました。
　お勉強の後は、みんなでレク交流会～！そしてお昼
ごはんは本格的な流しそうめんを楽しみました。

　ミニデイ利用者と子ども達でビンゴゲーム対決を
し、皆でおいしい昼食を頂きました。
　ミニデイ利用者より草笛を教えてもらっています。

　ミニデイ利用者と子ども達でビンゴゲーム対決を
し、皆でおいしい昼食を頂きました。
　ミニデイ利用者より草笛を教えてもらっています。

ほっとハウスの
  子どもたちの様子です
ほっとハウスの
  子どもたちの様子です
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すぎて寝てしまいそう～

段ボールで作った、自分だけの部屋完成

先生と
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マスコット
作り
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ありがとうございますありがとうございます
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ボランティアセンター情報
平良ミニデイ＆松の実保育園  交流会を楽しむ

　平良ミニデイに松の実保育園の４歳児15名が来所。笑顔で出迎えられ
た子ども達は、元気よく一人ひとり自己紹介！！
　早速、子ども達はしまくとぅばの歌や「ラーメン体操」などのダンスを披
露しました。その後、ミニデイ利用者と「ボール渡しゲーム」や手遊び、肩も
みなど交流を深めました。利用者は「上手だね～、ぜひまた来てね‼」と
とても大満足した様子でした。
　最後に平良ミニデイでボランティアをしている安田さんがバルーン
アートを披露、子ども達は自分の好きなキャラクターをプレゼントされ大
喜び‼とても、賑やかな交流会となりました。

　子どもたちが災害発生後、自力で『いきぬく力』を身につける体験学習をします。
　いつどこで遭遇するか分からない災害。どこにいても助け合い生き抜くためのリーダー育成を
行います。
　役所等の支援(公助)が始まるまでに3日、あるいは海に囲まれた沖縄では7日以上かかる場合があります。
　個人で減災対策も進んでおらず、自宅で被災するとも限りません。大人がいなくても、自然物や物資等を使
い屋内外で生き抜く知恵を楽しく学びます。

日　時：2018年10月6日（土）　9時～15時　【予備 7日（日）】
対　象：小学6年から大学生まで
場　所：南城市知念久手堅405-1　
主　催：NECO（エヌエコ)ツーリズム　減災防災体験学習チーム  www.neco.mobi 
申込先：NECOツーリズム　☎ 050-3636-2270　FAX 050-5865-6788
          タナカ (危機管理アドバイザー  防災士・消防設備士・総合防犯士)　 　
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「認知症」について学ぶ in玉城中学校
　去る 8 月 21 日（火）に玉城中学校にて、生徒と職
員向けに認知症を正しく理解しようと「認知症サポー
ター養成講座（オレンジリング）」が開催されました。

　前黒島講師（東雲の丘）からは、「2025年には65歳以上の高齢者
がもっとも増え、85 歳以上の4 人に1人が認知症に…」などの説明
があり、「誰でも、自分や家族が認知症になる可能性があり、本人
が抱えている生活のしづらさを感じとり『優しさ＝相手に合わせる』
を持って接してほしい」とあり、特別なことをするのではなく、認
知症を正しく理解し、さりげなく自然に支援することの大切さを伝
えた講座となりました。

　受講した生徒からは「私たちの対応の仕方で変わるんだぁ」との
感想があり、「困っている高齢者を見つけたら、まずは見守り、優
しく声をかけてみる～」と認知症の理解が広まっていくのを感じ
ました。

住み慣れた地域で認知症の方々も安心して暮らしていけるよう、認知症を正しく理
解し、偏見を持たず、認知症の人や家族に対し温かい目で見守る応援者が増えるよう
今後も本講座の開催に向けて取り組んでいきます。

あなたも参加してみませんか？

南城市 社協だより 平成30年9月3日平成30年9月3日 （8）第77号南城市 社協だより 第77号（9）



ボランティアセンター情報
平良ミニデイ＆松の実保育園  交流会を楽しむ

　平良ミニデイに松の実保育園の４歳児15名が来所。笑顔で出迎えられ
た子ども達は、元気よく一人ひとり自己紹介！！
　早速、子ども達はしまくとぅばの歌や「ラーメン体操」などのダンスを披
露しました。その後、ミニデイ利用者と「ボール渡しゲーム」や手遊び、肩も
みなど交流を深めました。利用者は「上手だね～、ぜひまた来てね‼」と
とても大満足した様子でした。
　最後に平良ミニデイでボランティアをしている安田さんがバルーン
アートを披露、子ども達は自分の好きなキャラクターをプレゼントされ大
喜び‼とても、賑やかな交流会となりました。

　子どもたちが災害発生後、自力で『いきぬく力』を身につける体験学習をします。
　いつどこで遭遇するか分からない災害。どこにいても助け合い生き抜くためのリーダー育成を
行います。
　役所等の支援(公助)が始まるまでに3日、あるいは海に囲まれた沖縄では7日以上かかる場合があります。
　個人で減災対策も進んでおらず、自宅で被災するとも限りません。大人がいなくても、自然物や物資等を使
い屋内外で生き抜く知恵を楽しく学びます。

日　時：2018年10月6日（土）　9時～15時　【予備 7日（日）】
対　象：小学6年から大学生まで
場　所：南城市知念久手堅405-1　
主　催：NECO（エヌエコ)ツーリズム　減災防災体験学習チーム  www.neco.mobi 
申込先：NECOツーリズム　☎ 050-3636-2270　FAX 050-5865-6788
          タナカ (危機管理アドバイザー  防災士・消防設備士・総合防犯士)　 　
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　去る 8 月 21 日（火）に玉城中学校にて、生徒と職
員向けに認知症を正しく理解しようと「認知症サポー
ター養成講座（オレンジリング）」が開催されました。
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がもっとも増え、85 歳以上の4 人に1人が認知症に…」などの説明
があり、「誰でも、自分や家族が認知症になる可能性があり、本人
が抱えている生活のしづらさを感じとり『優しさ＝相手に合わせる』
を持って接してほしい」とあり、特別なことをするのではなく、認
知症を正しく理解し、さりげなく自然に支援することの大切さを伝
えた講座となりました。

　受講した生徒からは「私たちの対応の仕方で変わるんだぁ」との
感想があり、「困っている高齢者を見つけたら、まずは見守り、優
しく声をかけてみる～」と認知症の理解が広まっていくのを感じ
ました。

住み慣れた地域で認知症の方々も安心して暮らしていけるよう、認知症を正しく理
解し、偏見を持たず、認知症の人や家族に対し温かい目で見守る応援者が増えるよう
今後も本講座の開催に向けて取り組んでいきます。

あなたも参加してみませんか？

南城市 社協だより 平成30年9月3日平成30年9月3日 （8）第77号南城市 社協だより 第77号（9）
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※ 人間が予期しない事態に対峙した時、物事を正常の範囲だと自動的に認識してしまう心の動き


